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論文内容要旨
 本研究では,蔵王火山,栗駒火山,鬼首火山,鳴子火山,船形火山,七ツ森火山の6火山地域を研究対
 象地域として,これらの周辺における陸水の主要溶存成分および微量成分のバックグランド値を記載した。
 主要溶存成分についてはトリリニアダイアグラム表示並びにパターンダイアグラム表示により明らかにし
 た。その起源を地球化学的に検討した結果,陸水の水質組成は地域の地質や・岩石を反映したものとなって
 いることが判明した。火山形成年代の異なる陸水の水質組成は,第四紀・中央蔵f火i」ICa-SO型から第
1
 三紀・七ツ森火山Na-HCO型へと変化することが明らかとなった。
 また,各火山に関して得られた結果をまとめると,次のことが明らかとなった。
 1)蔵王火山周辺の河川水質組成は中央蔵王火山周辺Ca-SO、型,南蔵王火山周辺は北西面Na-HCO、、型,
 東～南面Na-HCO,型～NaCa-SO、型,西面Mg-HCO。型と様相は異なり,東蔵王(青麻)火山Ca-HCO.:型で,
 それぞれの流域の地質を反映していた。蔵王火山の活動は火口湖お釜の活動は湖水の水質鉛直分布からは
 認められないものの,丸山沢噴気地帯の火山性流体の検討により周期的な活動期にある可能性が高いこと
 が示唆された。
 2)栗駒火山周辺の河川水質組成は一迫川水系および二迫川水系Na-HCO、、型,三迫川水系Ca-SO、型で,
 温泉はNa-Cl型とCa-SO型の2群に分類された。昭和湖の水質はSO型で一定で,活動は認められなかっ
1t
 た。
 3)鬼首火山周辺の河川水質組成はカルデラ盆地内CaNa-HCO,、SO、型,外輪周縁Nとt-HCO,、型で,カルデ
 ラ盆地内で温泉水,外輪周縁で地形や地質の影響を受けていた。盆地内の温.泉は噴気型,高温泉型の2タ
 イプがあり,これらは地卜'水で規制されている可能性がある。
 4)鳴子火LI一[周辺の多種類の温泉水は潟沼湖水SO型と火口■1性流体Na-Cl型の混合に加えて地下水が関係
1
 すると考えられた。1996年6月12日に観測された潟沼湖内水質鉛直分布の異常は火山性流体の湧出による
 可能性が高いことが示唆された。
 5)船形火山周辺の河川水組成は山頂付近NaCa-SO、型,上流域NaCa-HCO、、型,中流域:北面Na-HCO,、
 型・南面Ca-HCO.型と流域で異なり,堰止湖桑沼Ca-SO型は地下水でリンクしていることが明らかとなつ
,ll
 た。
 6)七ツ森火山周辺渓流水の組成はNa-HCO.、型だが,鉱泉水や地質の影響が認められた。鉱泉には特異
 的なCaNa-Cl型塩水が存在することが明らかとなった。
 火山地域には休廃.IE鉱山が存在することが多いものの,坑内水が河川へ流出することはない。しかし,
 栗駒火山南東麓の二迫川水系鉛川には高濃度フッ素が含まれていることが判明した。鉛川は鉱山地帯を流
 下していることから,水と鉱石の相互作用のケーススダディとして検討した。その結果,鉛川河川中の高
 濃度フッ素の原因は,蛍石と酸性坑内水の反応によるものであることが明らかとなった。高濃度フッ素の
 低減方法として石灰ソーダ法が有効であることを明らかにした。鉛川河床湧水の水質は特異的で,その水
 質形成は河床間隙水帯中の鉱石と浅い地下水の相互反応によると考えられた。
 今後,酸性雨による陸水影響を検討する場合や,火山災害や地すべりなどの自然災害の防災上からも,
 火山地域周辺における陸水を地球化学的に研究することは重要である。
 一350一
…
 論文審査の結果の要旨
 本研究では,蔵王火山,栗駒火山,鬼首火山,鳴子火山,船形火山,ヒッ森火1」■rの6火山地域を研究対
 象地域として,これらの周辺における陸水の.主要溶存成分および微量成分のバックグランド値を記載した、
 主要溶存成分についてはトリリニアダイアグラム表示並びにパターンダイアグラム表示により明らかにし
 た。その起源を地球化学的に検討した結果,陸水の水質組成は地域の地質や岩石を反映したものとなって
 いることが判明した。火山形成年代の異なる陸水の水質組成は,第四紀・中央蔵王火山Ca-SO型から第
1
 三紀・七ツ森火山Na-HCO.、型へと変化することが明らかとなった。
 1)蔵王火[]1周辺の河川水質組成は中央蔵王火山周辺はCa-SO、型,南蔵王火山周辺は北西面はNa-HCO、
 型,東～南面はN乏し一HCO、、型～NとtCa-SO、型,西面はMg-HCO、、型と様相は異なり,束蔵王(青麻)火山はC㍗
 HCO,、型で,それぞれの流域の地質を反映していることを示した。2)栗駒火山周辺の河川水質組成は一迫
 川水系および二道川水系がNとし一HCO,型,三道川水系がCa-SO、型であり,温泉はNa-Cl型とCa-SO、型の2
 群に分類した。更に、3)鬼首火山周辺の河川水質組成はカルデラ盆地内はCaNこし一HCO、、SO、型,外輪周縁
 はNa-HCO型で,カルデラ盆地内で温泉水,外輪周縁で地形や地質の影響を受けていたことを示した。
 4)鳴子火山周辺の多種類の温泉水は潟沼湖水はSO、型と火山性流体Na-Cl型の混合に加えて地下水が関係
 していることを示した。,5)船形火山周辺の河川水組成は山頂付近はNaCa-SO型,上流域ではN批Ca.HCO
13
 型,中流域と北面はNa-HCO、、型・南面はCa-HCO、型と流域で異なり,堰.]E湖桑沼はCa-SO、型となり地下
 水でリンクしていることを明らかにした、6〉七ツ森火山周辺渓流水の組成はNa-HCO、、型だが,鉱泉水や
 地質の影響が認められた。鉱泉には特異的なCaNa-Cl型塩水が存在することが明らかとなった。
 これらの研究の問に,栗駒火山南東麓の二迫川水系錦川には高濃度フッ素が含まれていることを明らか
 にした。鉛川は鉱山地帯を流'卜'していることから,水と鉱石の相互作川のケーススダディとして検討し,
 その結果,高濃度フッ素の原因は,蛍石と酸性坑内水の反応によるものであることを明らかとした。一方
 で高濃度フッ素の低減方法として石灰ソーダ法が有効であることを明らかにした。鉛川河床湧水の水質形
 成は河床間隙水帯中の鉱石と浅い地卜'水の相互反応によると考えられることを示した。
 以上のように宮城県西部の主要な火山の陸水と火山活動、温泉活動、地質などとの関連を明らかにし基
 礎的なデータを提出し、今後の火山の成長と陸水がどのように関わってゆくのかをあきらかにした。また、
 土壌・岩石と水の相互作用についても最も基礎的になるデータを提出し、今後の研究に資すること大であ
 る、,以上のように本博」』論文は自立して研究活動を行うために十分高度な研究能力と学識を有することを
 示している。従って、清野茂提出の博士論文は、'博士(理学)の学位論文として合格と認める。
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